
消費税率変更にともなう先方負担手数料の設定変更のお願いについて

「独自先方負担手数料」をご利用いただいている場合、消費税率変更にともない独自先方負担手数料の
設定変更が必要になります。

消費税率が再度変更される予定であることから、手数料課税区分を「内税」から「外税」に変更し、
税込み手数料を税抜に変更してください。

なお、外税に設定した場合、振込指定日が１０月１日の取引から税率変更後の手数料が適用されます。

※手数料課税区分を「外税」としている場合は、対応は不要です。

「先方負担手数料」の設定内容の確認および変更方法を以下に記載しましたので、
ご確認のうえご対応をお願いいたします。
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１．メイン画面より、「手数料照会」の「先方負担手数料設定」をクリックします。

２．企業選択画面より、手数料を確認する企業（口座）を選択し、「選択」ボタンをクリックします。

【ご注意】
この画像では企業（口座）は１つのみ表示されていますが、
複数口座でご契約のお客様の場合は口座ごとに表示されます。
企業（口座）が複数ある場合は、企業（口座）ごとに以下の作業を行ってください。

先方負担手数料の確認および変更方法
本作業は、「管理者」でログインして実施してください。
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３．総合振込・都度振込の手数料課税区分が以下のようになっているかを確認します。
（総合振込・都度振込をご契約の場合、表示されます。）

この設定になっていないお客様のみ、以下の作業を行ってください。

課税区分が「外税」になっている。 

・段階１基準額未満が左から順に 

２００円、３００円、６００円、０円となっている。 
・段階１基準額が左から順に 

３０千円以上、４００円、５００円、８００円、０円 

となっている。 

・段階２～段階４基準額はすべて０円になっている。 
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４．手数料課税区分および基準金額を手順３の画像のように変更し、「登録」ボタンをクリックします。
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５．登録完了画面が表示されます。
　　続いて変更結果の確認を行うため、「先方負担手数料設定」ボタンをクリックします。

６．企業選択画面より、手数料を確認する企業（口座）を選択し、「選択」ボタンをクリックします。
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７．手数料課税区分および基準金額が変更されていることを確認します。
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